




作動室の両側に窒素ガスを供給することにより、
取扱ガスが潤滑油室（軸受およびギヤ室）に侵入することを防ぐことができます。

作動原理

TRM型トライパック真空ポンプは、
3段のルーツ式ドライ真空ポンプです。吸込まれたガスは、

以下の様にポンプ内部を流れ各段において適度な温度で圧縮され大気へ吐出されます。
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吸引ガスは１段目の吸込口から吸込まれ、
ケーシング内で僅かな隙間を保って回転する２個のロータで圧縮されます。 

2
1段吐出口から出たガスは、
外部配管を通って放熱し一部が逆流冷却ガスとして１段目ケースへ戻り、
残りのガスは２段吸込口へ流入し２段目で圧縮されます。 

3 2段吐出口から出たガスは、クーラに入り冷却されます。 

4
クーラから出たガスは、
外部配管を通って一部が逆流冷却ガスとして2段目ケースへ戻り、
残りのガスは3段吸込口へ流入し3段目で圧縮されます。

5 3段吐出口から出たガスは、クーラに入り冷却されます。

6
クーラから出たガスは、
外部配管を通って一部が逆流冷却ガスとして3段目ケースへ戻り、
残りのガスは大気へ吐出されます。 

ガスパージシステム

クーラの下部にドレンタンクを内蔵することも可能です。これにより吸引ガスから発生する疑縮液を
ポンプ運転中に排出することができます。

ドレンタンク



真空ポンプには2個のクーラが内蔵されており、
最終作動室の圧縮はクーラで冷やされた、冷気により行なわれます。

また軸シールはメカニカルシールが使用されております。
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構造

最終作動室（3段目）の逆流には「内部逆流式」と「大気逆流式」の構造があります。

内部逆流式

大気逆流式

真空ポンプには1個のクーラが内蔵されており、
最終作動室の圧縮は、導入した大気により行なわれます。
軸取出し部はオイルシールが使用されております。







1.　ロータリ・ブロワ（ルーツタイプ）

2.　ロータリ真空ポンプ（ルーツタイプ）

3.　ドライ真空ポンプ

4.　真空ポンプ（水封式）

5.　真空ポンプ（往復式）

6.　真空複合排気装置

7.　メカニカルブースタ


